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201６年度海外選択制臨床実習報告書
ベトナム国立小児病院心臓外科
鈴木理大
　 4 /１７から ５ /２７までの 6 週間，第一外科芳村教授にご紹介いただき，ベトナムのハノイにあるNational 
Hospital of Pediatrics（以下：NHP）での海外実習の機会をいただきました。
　私は，医学部入学当初から心臓血管外科・先天性心疾患領域に興味があり，海外実習の話を聞いた当初か
ら行きたいと考えていました。BSLが始まり，芳村教授とお話などさせていただいている中でその思いが強
まり，応募させていただきました。
　NHPは１９6９年設立され，現在病床数はおよそ１３００床，スタッフは１０００名以上であり，小児の内科・外科
疾患のすべての分野を担っており，ベトナム北部の基幹病院として機能しているとのことです。心臓外科部
門には１０名ほどの医師が在籍しており，年間１２００例ほどの手術を行っています。富山大学の心臓外科と異な
る点としては，症例数に加え，術後管理をICU Doctorが行うことで外科のDoctorが手術に専念できること
などがあげられます。
　実習内容は基本的に手術見学を行います。朝 8 時に集合して午後の手術が終わるとそのまま帰宅するとい
う形でした。平日は毎日 ２ ~ ３ 件の手術を ２ 部屋ないし ３ 部屋並列で行っているため， １ 日 ５ ， 6 件の手術
があり，興味のある手術を選んで自由に見学させていただいていました。そのためVSD，TOFをはじめと
して，TGAやTAPVC，Fontan手術，Ebstein奇形など様々な疾患の手術を計4５例経験させていただくこと
ができ，そのうちの約半数は術野に入ることができました。術野では最終的に開胸・閉胸の際に前立ちで手
伝わせていただくことができ，今までにない貴重な経験をさせていただくことができました。その他には，
週 １ 回の術前カンファレンスや勉強会にも参加させていただくこともありました。基本的には全てベトナム
語なので画像所見以外は残念ながら理解できませんでした。
　今回の実習の一番の収穫は，自分が何を学ばなければいけないのか，そのためには何に注意して，何を見
なければいけないのかということをしっかりと意識するということを理解できたということだと思います。
これまでのBSLでは何も意識せずに時間が過ぎていた面が否めませんでした。ベトナムでは数多くの疾患に
触れる機会に恵まれたことや語学の壁があり自分で考える時間が増えたこと，何よりせっかく来たのだから
何か得て帰りたいという思いがあったことがそれに気付けた要因だと思います。
　反省点としては，先に述べた語学力や，医学的知識の不足，明確な目的意識が薄かったことなどが挙げら
れると思います。特に目的意識に関しては，疾患が多い分情報量も多くなり，一つのことが浅くなりがちに
なってしまったと感じています。また，目的がはっきりとしていれば質問などもしやすく，Doctorの方々
も答えやすくなるため，コミュニケーションがとりやすくなるとも感じました。来年度に行かれる方がいれ
ば，参考にしていただければと思います。
　私はこれまで １ 人で海外に滞在したこともなく，まして実習などというのは当然初めての経験だったの
で，最初の頃は不安に感じる部分もありましたが，Cong先生を始め，心臓外科のDoctorの方々，偶然にも
お会いすることができた岡山大学の佐野教授，NHPのスタッフなど関わった全ての人が親切に接してくだ
さいました。今回の経験は私がこれから先医師として働いていく中で，必ずプラスになる大変有意義なもの
でした。この貴重な経験をするにあたり関わってくださった全ての人に感謝したいと思います。
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